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第
３
回
あ
い
な
ん
医
療
研
修
会
開
催
!!

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

多
重
債
務
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

四
国
財
務
局
か
ら

「
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

愛
媛
労
働
局
か
ら

阿波谷先生による講演会の様子

　
９
月
６
日（
土
）に
愛
南
町
の
医
療

を
考
え
る
研
修
会
を
御
荘
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
講
師
に
高
知

大
学
医
学
部
教
授
の
阿
波
谷
敏と

し

英ひ
で

先

生
を
お
迎
え
し
て
「
地
域
と
と
も
に

創
る
地
域
医
療
」
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
地
域
で

働
く
医
師
を
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
見
立

て
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
育
て
支
え
る

ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
的
存
在
に
ご
自
身

を
例
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ア
ン

パ
ン
マ
ン
が
孤
独
に
働
く
ヒ
ー
ロ
ー

に
な
ら
な
い
よ
う
、
応
援
す
る
多
く

の
仲
間
が
必
要
だ
と
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
国
的
に
地
域
に
お
け
る
医
師
が

減
り
つ
つ
あ
る
現
状
の
中
、
現
在
高

知
県
で
先
生
が
取
り
組
ま
れ
て
い

る
、
地
域
医
療
を
担
う
若
手
医
師
を

育
て
る
活
動
の
中
に
希
望
の
灯
が
見

え
ま
し
た
。
愛
大
医
学
生
に
愛
南
町

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
町(

行
政)

が
長
期
的
に
行
っ
て
い
る
Ｐ
Ｒ
活
動

や
育
成
事
業
に
も
大
き
な
期
待
を
抱

け
る
研
修
会
で
し
た
。
詳
し
い
内
容

は
愛
媛
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
後
日
放
映
予
定

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
町
も
が
ん
ば
っ
て
る
、
医
師
も
が

ん
ば
っ
て
る
、救
急
車
も
が
ん
ば
っ

て
る
。さ
て
そ
こ
で
、大
事
な
の
は
こ

の
町
に
住
む
私
た
ち
で
す
。
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、現
在
こ

の
町
で
働
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ア

ン
パ
ン
マ
ン
医
師
を
が
ん
ば
れ
ー
っ

て
応
援
す
る
こ
と
。
で
は
具
体
的
に

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
学

習
会
等
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡  
７
３
―

２
２
８
８

（
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
内
）

ainan.m
am
oru@
g
m
ail.com

　
四
国
財
務
局
で
は
、
借
金
を
抱
え
て
お
悩
み
の
方
々
の
た
め
に
「
多

重
債
務
者
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
法
律
専
門

家
へ
の
引
継
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
方
法
　
相
談
は
無
料
で
す
。
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
※
お
電

話
を
受
け
た
後
、
相
談
担
当
者
か
ら
か
け
直
し
ま
す
。

受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

　
　
　
　
　（
祝
祭
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
。）

問
合
せ

　
四
国
財
務
局 

多
重
債
務
者
相
談
窓
口 

℡  
０
８
７
―

８
３
１
―

２
１
５
５

お知らせ

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
若
者
の
「
使
い
捨
て
」
が
疑
わ
れ
る
企
業
等
へ

の
取
組
強
化
の
一
環
と
し
て
、
平
成
26
年
９
月
１
日
か
ら
、
平
日
夜

間
・
土
日
曜
日
に
、
使
用
者
・
労
働
者
に
か
か
わ
ら
ず
誰
で
も
労
働
条

件
に
関
し
て
無
料
で
相
談
で
き
る
電
話
相
談
窓
口
「
労
働
条
件
相
談

ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
ま
し
た（
委
託
事
業
）。

【
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
】

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
１
２
０
―

８
１
１
―

６
１
０

開
設
期
間
　
〜
平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）

受
付
時
間
　
平
日（
水
曜
日
は
除
く
。） 

17
時
〜
22
時

　
　
　
　
　
土
日 

10
時
〜
17
時 

※
12
月
６
日（
土
）の
み
12
時
〜
17
時
、

　
　
　
　
　
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
。

お知らせ
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〝
口
か
ら
食
べ
た
い
〞
思
い
を
支
え
ま
す

  

摂
食
・
嚥え

ん

げ下
障
害
認
定
看
護
師
が
誕
生
し
ま
し
た

■
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
か
ら

「
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
入
ろ
う 

労
働
保
険
」

　
〜
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間
で
す
〜

愛
媛
労
働
局
か
ら

　
南
宇
和
病
院
に
は
感
染
管
理
、

皮
膚
排
泄
ケ
ア
、
看
護
管
理
者
と

い
う
専
門
的
知
識
・
技
術
を
持
っ

た
認
定
看
護
師
が
各
１
名
勤
務
し

て
お
り
、
少
し
で
も
地
域
の
医
療

　
平
成
26
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
生
か
し
、
発
展
途
上
国
で
現
地
の

人
々
と
協
働
し
な
が
ら
国
づ
く
り
に
協
力
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
種
類

　
①
青
年
海
外
協
力
隊
、
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象
　
平
成
26
年
11
月
４
日
現
在
　

　
①
は
満
20
歳
〜
満
39
歳
　

　
②
は
満
40
歳
〜
満
69
歳
　
※
日
本
国
籍
を
持
つ
方

応
募
締
切
　
11
月
４
日（
火
）　
消
印
有
効

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
書
類
（
健
康
診
断
書
を
含
む
。）
を
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
募
集
説
明
会
を
10
月
12
日（
日
）、
松
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国 

℡
０
８
７
―

８
２
１
―

８
８
２
４

お知らせ

　
労
働
保
険
の
目
的
は
、
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
人
の
家
族
も
守

る
こ
と
で
す
。
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、労
働
保
険（
労
災
・
雇
用
）に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の
方
で
、
ま
だ
労
働
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
す
ぐ
に
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室 

℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
２

お知らせ

機
関
や
福
祉
施
設
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
出
前
講
座
な
ど
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
新

た
な
分
野
の
認
定
看
護
師
が
誕
生

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
私
は
、
７

月
に
摂
食
・

嚥
下
障
害
看

護
認
定
看
護

師
と
な
り
ま

し
た
。
認
定

看
護
師
は
、
熟
練
し
た
看
護
技
術

と
知
識
を
用
い
、
患
者
さ
ん
に
対

し
水
準
の
高
い
看
護
を
実
践
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
摂
食
・

嚥
下
障
害
と
は
、
脳
梗
塞
や
加
齢

に
伴
う
筋
力
の
低
下
か
ら
食
事
が

う
ま
く
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
を
い

い
ま
す
。
私
の
役
割
は
、
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
の
「
食
べ
た
い
」
、

「
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い

を
受
け
止
め
、
障
害
の
重
症
度
に

か
か
わ
ら
ず
、
口
か
ら
食
べ
る
た

摂
食
・
嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師
　
藤
澤
ゆ
う
子

め
の
看
護
を
行
う
こ
と
で
す
。
実

際
は
、
安
全
に
食
べ
る
た
め
の
機

能
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を
評
価

し
、
食
べ
る
機
能
に
合
っ
た
食
事

の
選
択
、
口
か
ら
食
べ
る
機
能
を

回
復
さ
せ
る
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
摂
食
・
嚥
下
障
害
で
お
困
り
の

こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
愛
南
町

が
、
等
し
く
い
つ
ま
で
も
口
か
ら

食
べ
ら
れ
る
地
域
と
な
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
地

域
医
療
、
介
護
施
設
と
一
体
と
な

り
長
期
的
な
支
援
が
行
え
る
よ
う

南
宇
和
病
院
全
体
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
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10年。

し
ま
な
み
海
道
通
行
止
め
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

「
え
ひ
め
夢
提
案
制
度
」
26
年
秋
の
提
案
を

募
集
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

－あいなん音故地新－
　愛南町の誕生から10年経った。あたしが初めて故郷で歌ったのは、まだ合併前のとき。

城辺町最後の夏祭り。“故郷で歌うこと”が夢やったあたしにとって、夢が叶った日でも

あった。当たり前やけど、誰もあたしのことを知らんかった頃。演歌でもクラシックでも

なく、いわゆる‘ポピュラーミュージック’を歌う発展途上のあたし。経歴も実績もなぁー

んもないあたし。町の皆さんに受け入れてもらえるのか…。それが一番不安やった。

　それから10年と少しの時が過ぎて今、愛南町ふるさと親善大使として歌わせてもらっ

てる。あのときの自分からは想像できんかった未来。それまでの間、何度もくじけそうに

なったり心が折れそうになったり。そんなあたしの支えになったのが故郷の存在。この町

がなかったらとっくに歌うことを諦めてたんやないかな…。ふるさとがあるから歌ってこ

れた。町に帰ってくれば色々な人から「歌、聞いたよー！」とか「広報、楽しみに読みよ

るよ！」なんて声をかけてもらえて。それだけで歩いていける。その声にどれだけチカラ

をもらったか…。

　そして、この感謝の気持ちを皆さんに伝える日がやってきた。10月12日、愛南町合併

10周年記念式典。今のあたしにできる精一杯を届けるよ。感謝に感謝を重ねて。

　愛南町10年おめでとう。いつまでも青々とした自然に囲まれ、穏やかで美しい町であり

ますように。（テノヒラkiku）

　「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
な
み
」
の
開
催
に
伴
い
、
西
瀬
戸
自
動
車
道

（
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
）の
一
部
区
間
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
利
用
自
粛
や
迂
回
路
（
瀬
戸
中
央
自

動
車
道
・
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
）
を
ご
利
用
い
た
だ
く
な
ど
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

通
行
止
め
日
時
　
10
月
26
日（
日)

　
６
時
〜
12
時（
午
前
中
の
６
時
間
）

通
行
止
め
区
間
　
今
治
IC

⇔

因
島
北
IC（
上
下
線
）

問
合
せ

　

　
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
・
国
際
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会

　
今
治
現
地
本
部（
今
治
支
局
総
務
県
民
室
内
）

 
℡
０
８
９
８
―

３
１
―

３
１
９
０

お知らせ

　
皆
さ
ん
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
組
を
し
た
い
と
き
に
、
ご

提
案
に
基
づ
き
、
県
の
規
制
緩
和
を
は
じ
め
基
準
の
明
確
化
、
手
続
き

の
簡
素
化
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
、
様
々
な
支
援
を
行
う
「
え
ひ
め

夢
提
案
制
度
」
の
提
案
募
集
を
行
い
ま
す
。
応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
案
主
体
　
地
域
づ
く
り
団
体
、
企
業
、
個
人
、
市
町 

な
ど

募
集
期
間
　
10
月
１
日（
水)

〜
31
日（
金)

問
合
せ

　
県
庁
地
域
政
策
課 

　
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
２
３
５

お知らせ


